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● 特集 1：豊かな言語環境づくり推進事業 ●

◇
事
業
の
趣
旨

　

「
確
か
な
学
力
と
伝
え
合
う
力
を
育
て
る
国
語
力
の
向

上
」
の
た
め
に
は
、
子
供
た
ち
の
言
語
環
境
を
整
備
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
事
業
は
「
豊
か
な
言
語
環
境
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
て
、
そ
れ
を
、
す
べ
て
の
小
・
中
学

校
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
国
語
力
の
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。（
平
成
18
年
・
19
年
の
２
年
間
の
事
業
）

◇
言
語
環
境
と
は

　

こ
こ
で
い
う
言
語
環
境
と
は
、
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く

言
語
に
関
す
る
環
境
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
子
供
た
ち
の

生
活
そ
の
も
の
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、

こ
の
広
い
言
語
環
境
を
「
学
校
生
活
」
を
中
心
に
と
ら
え

ま
し
た
。
そ
の
具
体
像
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
表
に
示
し
て
あ

り
ま
す
。

◇
「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
と
「
活
用
の
手
引
」
の
配
布

　

本
事
業
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
、「
国
語
力
向
上
推

進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
学
校
教
育
関
係
者
を

は
じ
め
、
学
識
経
験
者
、
有
識
者
、
保
護
者
、
図
書
館
関

係
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
事
業
の
推
進
に
向
け
様
々
な
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
こ
の
協
議
会
で
は
、「
豊

か
な
言
語
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
そ
の
普
及
の

た
め
に
「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
と
「
活
用
の
手
引
」
を
作
成

し
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
の
教
職
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

（
そ
の
一
部
を
本
ペ
ー
ジ
・
次
ペ
ー
ジ
に
示
し
ま
し
た
。）

◇
豊
か
な
言
語
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　

豊
か
な
言
語
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
次
の
五
つ
の
「
基

本
項
目
」
が
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

①　

学
校
の
環
境
整
備

　

②　

教
師
自
身
の
言
語
環
境
づ
く
り

　

③　

児
童
生
徒
の
言
語
環
境
づ
く
り

　

④　

読
書
生
活
の
充
実

　

⑤　

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

　

こ
の
「
基
本
項
目
」
に
そ
っ
て
、
��
の
「
課
題
」
と
58

の
「
方
策
」
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
「
方

策
」
に
は
取
組
の
た
め
の
「
具
体
例
」
を
示
し
ま
し
た
。

豊
か
な
言
語
環
境
づ
く
り
推
進
事
業

―

義
務
教
育
課―

特　集１

あいさつの習慣化を

場面に応じた言葉づかいと声量で

手引　 №20 ～ №25 参照

手引　 №14 ～ №16 参照

具体的な取組例

�

教師は，適切な言葉づかいで

板書は，正確に，ていねいに，工夫して

　  手引　 №10 参照

手引　 № 7 ～ № 9 参照

国語力向上推進協議会委員長　山梨大学教授　須貝千里
言葉は暗闇に光を与えます。



◇
各
小
・
中
学
校
で
の
推
進

　

今
年
度
は
、
山
梨
県
下
の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に
お

い
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
、「
言
語
環
境
実
態
調
査
」
に
よ
り
、
児
童
・

生
徒
と
教
師
の
言
語
環
境
に
関
す
る
実
態
を
把
握
し
、
そ

れ
を
分
析
し
た
上
で
、
各
学
校
の
実
態
に
あ
っ
た
「
言
語

環
境
づ
く
り
」
を
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
、
推
進
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
読
書
活
動
の

活
性
化
」「
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進
」「
漢
字
習
得
へ
の
取

組
」「
言
葉
づ
か
い
の
改
善
」「
読
解
力
の
向
上
」「
学
校

図
書
館
の
整
備
」「
話
し
合
い
活
動
の
活
性
化
」な
ど
、様
々

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

山
梨
県
内
の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
が
言
語
環
境
整
備

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
学
習
環
境
が
よ

り
よ
く
な
り
、
国
語
力
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、そ
れ
が
確
か
な
学
力
の
育
成
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
実
践
事
例
集
の
作
成
と
配
布

　

今
年
度
は
、
各
校
で
の
優
れ
た
取
組
の
様
子
を
収
集
し
、

「
実
践
事
例
集
」
を
作
成
し
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に

配
布
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
取
組
が
次
年

度
以
降
も
継
続
さ
れ
、
更
に
発
展
し
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

● 特集 1：豊かな言語環境づくり推進事業 ●

豊かな言語環境づくりプログラム

②適切な校内放送

①学校の掲示物の整備

①教師の望ましい言葉づかい

②板書の工夫と配慮

③ワークシートなどへの配慮

④児童生徒の話をよく聞く教師

⑤言語の支援が必要な児童生徒への配慮

①あいさつの日常化

②日誌などによる児童生徒との交流

③体験などをとおした人間関係づくり

１．学校の環境整備

２．教師自身の言語環境づくり

❶

❷

❸

※❶～10は「具体的な取組例」の番号です。なお，本プログラム　　
　に関する詳しい説明は，別冊「活用の手引」をご覧ください。

②家庭における言語環境づくり５．家庭・地域との連携

②必要な語彙の拡充

①場面に応じた言葉づかい

③ノートの効果的な活用

④読解力の向上

⑤発言・話し合い活動の活性化

⑥情報化社会への対応

⑦話のたねづくり

①学校図書館の整備と充実

②自ら本を読む児童生徒の育成

①たよりなど印刷物への配慮

３．児童生徒の言語環境づくり

４．読書生活の充実

③地域の活動への積極的参加

❹

❺

❻

❼

❽

❾

10

※　表中，①〜⑩は「リーフレット」との対応項目を示

しています。一部，右ページに示してあります。
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● 特集 2：県立美術館特別展「シュルレアリスム展　謎をめぐる不思議な旅」 ●

「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展　

謎
を
め
ぐ
る

不
思
議
な
旅
」

　

現
実
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
こ
の
謎
に
正
面
か
ら

向
き
合
っ
た
の
が
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
（
超
現
実
主
義
）

運
動
で
す
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
荒
廃
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
、
理
性
中
心
主
義
の
社
会
に
疑
問
を
感
じ
た

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
は
、
眼
前
の
現
実
だ
け
に
と
ら

わ
れ
ず
、
そ
の
向
こ
う
に
横
た
わ
る
「
真
の
現
実
」
を
描

き
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
日
常
と
非
日
常
、
意
識

と
無
意
識
、
現
代
社
会
と
未
開
社
会
な
ど
、
そ
れ
ま
で
分

断
さ
れ
て
い
た
二
つ
の
領
域
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
そ
こ

に
「
純
粋
な
生
」
を
見
出
し
、
精
神
性
の
復
活
を
図
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
や
が
て
文
学
、
美
術
、
映
像
な
ど
を
包
括

す
る
�0
世
紀
最
大
の
芸
術
運
動
へ
と
発
展
し
ま
す
。

　

マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
は
自
動
記
述
（
オ
ー
ト
マ

テ
ィ
ス
ム
）
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
、
無
意
識
の
う
ち
に

顕
れ
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
作
品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
サ
ル

バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
や
ル
ネ
・
マ
グ
リ
ッ
ト
は
、
意
外
な
物

と
物
と
を
隣
り
合
わ
せ
て
描
く
こ
と
で
、
不
思
議
な
世
界

を
創
り
出
し
ま
し
た
。
偶
然
性
や
非
日
常
性
を
重
視
し
た

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
作
品
に
は
、
奇
妙
で
謎
め
い
た
表

現
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
み
な
、
理

性
に
制
御
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
自
由
な
精
神
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
現
実
」
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ト
た
ち
の
革
新
的
な
思
想
を
反
映
し
て
い
る
の
で

す
。

　

本
展
で
は
、「
よ
う
こ
そ
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
世
界

へ
」「
意
識
を
超
え
て
」「
心
の
闇
」「
夢
の
遠
近
法
」「
無

垢
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
求
め
て
」
と
い
う
５
つ
の
章
に
よ
っ

て
、
西
洋
の
美
術
家
�9
人
の
作
品
、
約

1�0
点
を
展
示
し
、

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
が
追
究
し
た
イ
メ
ー
ジ
や
手
法

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
さ
あ
、
謎
を
め
ぐ
る
不

思
議
な
旅
の
は
じ
ま
り
で
す
。

会

期
：
平
成
19
年
６
月
２
日(

土)
〜７

月
８
日(

日)

休

館

日
：
月
曜
日

会

場
：
特
別
展
示
室

開
館
時
間
：
午
前
９
時
�0
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
�0
ま
で
）

入

場

料
：
一
般　
　

１
０
０
０(

８
４
０)

円

大
・
高
生　

５
０
０(

４
２
０)

円

中
・
小
生　

２
６
０(

２
１
０)

円　

（　

）
内
は
�0
名
以
上
の
団
体
、
前
売
券
、
宿
泊

者
割
引
料
金

小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜
日

無
料

「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展　

謎
を
め
ぐ
る
不
思
議
な
旅
」―

県
立
美
術
館―

特　集 2

ルネ・マグリット《現実の感覚》196� 年

宮崎県立美術館蔵

©ADAGP, Paris & SPDA, Tokyo, �007



5

● 特集 2：県立美術館特別展「シュルレアリスム展　謎をめぐる不思議な旅」 ●

親
と
子
で
見
る
「
絵
本
原
画
」
展–

宮
城

県
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら–

　

絵
本
は
子
ど
も
が
初
め
て
手
に
す
る
本
で
、
絵
が
中
心

で
す
。
子
ど
も
は
、
何
回
も
何
回
も
同
じ
絵
本
を
眺
め
、

大
人
が
考
え
る
以
上
に
絵
に
入
り
込
み
、
大
人
が
気
づ
か

な
い
細
部
ま
で
興
味
を
持
っ
て
覚
え
て
い
ま
す
。
絵
本
の

絵
が
頭
に
残
っ
て
い
る
子
ど
も
に
と
っ
て
、
原
画
は
更
に

魅
力
的
な
も
の
に
見
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
絵

本
原
画
は
、
画
家
が
水
彩
や
油
彩
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
、
ミ
ク

ス
ト
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
っ
て
創
り
あ
げ
た
純
粋
な
美
術

作
品
そ
の
も
の
な
の
で
す
。
子
ど
も
に
わ
か
り
や
す
い
具

象
的
、
写
実
的
な
作
品
も
あ
れ
ば
、
抽
象
的
な
も
の
、
デ

ザ
イ
ン
的
な
も
の
も
あ
り
、
大
人
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な

絵
画
で
す
。　

　

本
展
は
、
親
子
で
楽
し
め
る
展
覧
会
と
し
て
、「
こ
ど

も
の
と
も
」
シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
、
国
内
で
最
も
多
く
の

絵
本
原
画
を
所
蔵
す
る
宮
城
県
美
術
館
の
協
力
を
得
て
開

催
す
る
も
の
で
す
。
出
品
作
品
は
、
長
新
太
の
『
ど
ろ
に

ん
げ
ん
』、
な
か
の
ひ
ろ
た
か
の
『
ぞ
う
く
ん
の
さ
ん
ぽ
』、

太
田
大
八
の
『
ど
う
ぶ
つ
た
ち
の
お
か
い
も
の
』、
荻
太

郎
の
『
か
じ
や
と
よ
う
せ
い
』
な
ど
多
く
の
人
が
親
し
ん

だ
絵
本
の
原
画
約
76
点
で
す
。
ま
た
、
会
場
に
は
実
際
に

手
に
と
っ
て
見
ら
れ
る
絵
本
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
絵
本
と
原
画
の
両
方
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会

期
：
平
成
19
年
７
月
�1
日
（
土
）
〜８

月
�6
日
（
日
）

休

館

日
：
７
月
��
・
�0
日
、
８
月
６
・
�0
日

会

場
：
特
別
展
示
室

開
館
時
間
：
午
前
９
時
�0
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
�0
ま
で
）

入
場
料
：
常
設
展
の
観
覧
券
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

一
般　
　

５
０
０
（
４
０
０
）
円

大
・
高
生
２
１
０
（
１
６
０
）
円

中
・
小
生　

１
０
０
（
８
０
）
円

（　

）
内
は
�0
名
以
上
の
団
体
料
金
、
宿
泊
者
割

引
料
金

小
・
中
・
高
等
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜
日
無

料高
齢
者
（
65
歳
以
上
・
健
康
保
険
証
等
持
参
）、

障
害
者
手
帳
所
持
者
は
無
料
、
県
内
の
小
・
中
学

生
は
無
料
（
フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
何
回
で
も
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
。）

　池田龍雄《三びきのやぎのがらがらどん》　1959 年 なかのひろたか　《ぞうくんのさんぽ》　1968 年



15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

264.5 264.4 262.0 245.2 273.4

262.2 264.0 262.7 243.8 274.0

267.3 264.9 261.2 246.8 272.7

総合

男子

女子

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

56.8国語

社会

数学

理科

英語

54.0 59.6 48.5 58.9

60.1 56.0 49.6 49.2 57.7

44.7 45.3 44.9 46.7 42.5

43.9 52.3 52.7 42.0 56.5

59.0 56.9 55.2 58.9 57.9

過去５年間の総合平均点の推移（図１） 過去５年間の各教科の平均点の推移（図２）

点 点
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　平成１９年度山梨県公立高等学校入学者選抜学力検査を３月

６日に実施しました。

　その検査結果について，総合平均点の推移と，各教科の結果

を考察し，以下にようにまとめました。なお，教科別調査結果

の考察は，全教科（５教科）を受検した者 �,917 人（男子 �,697

人／女子 �,��0 人）の中から無作為に抽出し，調査した結果を

考察しています。抽出人数は �9� 人で，全体に占めるその割

合はおよそ１０％になります。また，全ての高等学校の受検者

を対象に，その高等学校の受検者数に応じて，男女に関係なく

抽出しました。

Ⅰ　総合得点について
　本年度の総合得点の平均点は �7�.� 点で，前年度より �8.�

点上がりました。最高点は �7� 点，最低点は �7 点でした。男

女別に比較してみると，男子は �7�.0 点，女子は �7�.7 点で，

男子が女子より 1.� 点高くなっています。

　平成１５年度から今年度入試まで５年間の全体平均点は（図

１）のように推移しています。各年度ごとの難易度に差があり

単純な比較はできませんが，５年間で最高となっています。

　なお，各教科の平均点とその推移は（図２）のとおりです。

Ⅱ　教科別調査結果の考察
○国　語

　基本的な常用漢字の読み書きや部首の組み合わせなど，漢字

を認識する力は身に付いています。書写では，漢字の書き順や

漢字の構造に関する知識不足が見られます。       

  また，文脈で用いられている助詞や語句の意味を類推する設

問では，語彙力の不足が顕著に現れています。説明的文章や文

学的文章の分野とも，選択肢や指示語に関する設問は正答率が

高くなっています。図と文章を比較して脈絡を正しく読み取っ

たり，自分の言葉に置き換えて理解し，それをもとに考察を進

める読解は，習熟していない傾向が見られます。概して，基礎

的な学習は身に付いていますが，様々な文章に触れ，文章を書

いたり，人とのコミュニケーションを図り，語彙力や読解力を，

一層高めるような指導が必要です。

○社　会

　基礎的・基本的な部分に関する知識や理解力，資料活用の技

能，思考・判断力は概ね身に付いています。しかし，複数の資

料から読み取った情報を，問いに沿って論理的に結びつけ，答

えを導き出していく力は不足しています。県名とその位置や核

軍縮に関する正答率は低く，身近な話題や社会現象などに関心

を持つ態度が必要です。また，色々な資料をもとに考察する，

資料活用能力の育成も必要です。 

○数　学

　基礎的・基本的な知識や技能は定着しています。数学的な見

方や考え方が要求される設問や複数の領域の内容を総合して扱

う設問では正答率が低くなっています。単に問題を処理するた

めの知識や技能の習熟にとどまらず，身近な場面や数学的な事

象について，基礎的・基本的な知識や技能を積極的に活用する

とともに，数学的な見方や考え方を磨き，創造的な思考力を身

に付けることが必要です。                                   

○理　科

  基礎的・基本的なことを答える問題や問題集等にあるパター

ン化された問題についての正答率は高くなっています。一方，

複数の知識を融合して考える設問についての正答率は低くなっ

ています。また思考力を問う問題に関しては，結論を組み立て

ていくことに課題が多く見られます。一つ一つの現象を論理的

に考察する態度を身に付ける必要があります。

 ○英　語

　 「聞くこと」「話すこと」をはじめとして，基本的な英語運

用能力については，概ね良好な結果が得られました。しかし，「読

むこと」「書くこと」について，英文全体の流れを正確に理解

する力が不足しており，文脈の理解力と表現する力には課題が

あります。日常的なテーマについて，まとまった内容を自分の

言葉で要約したり表現できるような英語力の育成が求められま

す。

平成１９年度公立高等学校入学者
選抜学力検査成績調査結果報告

−高校教育課−

6

● 平成 19 年度公立高等学校入学者選抜学力検査成績調査結果報告 ●



7

● 平成 20 年度入学者選抜の基本事項について ●

　

山
梨
県
教
育
委
員
会
は
、
去
る
５
月
９
日
に
平
成
�0
年
度

の
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
基
本
事
項
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

全
日
制
前
期
募
集

①
募
集
人
員　

募
集
定
員
の
う
ち
、
次
の
範
囲
の
中
か
ら
各

高
等
学
校
長
が
決
定
し
た
比
率
を
も
と
に
教
育
委
員
会

が
定
め
ま
す
。

ア　

全
日
制
普
通
科
（
コ
ー
ス
及
び
単
位
制
を
含
む
）

募
集
定
員
の
10
％
〜
�0
％
（
コ
ー
ス
指
定
に
つ
い
て

は
、
普
通
科
の
率
と
同
じ
と
し
ま
す
）

イ　

専
門
教
育
学
科
（
理
数
科
、
英
語
科
、
文
理
科
及

び
国
際
教
養
科
）

募
集
定
員
の
�0
％
〜
�0
％

ウ　

職
業
に
関
す
る
学
科

募
集
定
員
の
�0
％
〜
50
％

エ　

総
合
学
科

募
集
定
員
の
�0
％
〜
�0
％

②
出
願
の
制
限　

一
人
一
校
、
一
学
科
に
限
り
ま
す
。

２　

全
日
制
後
期
募
集

①
募
集
人
員　

募
集
定
員
か
ら
前
期
募
集
の
入
学
許
可
予

定
者
と
内
定
さ
れ
た
者
の
数
を
減
じ
た
数
を
募
集
し
ま

す
。（
各
高
等
学
校
の
募
集
定
員
は
11
月
上
旬
に
公
表
予

定
）

②
出
願
の
制
限

ア　

一
人
一
校
に
限
り
ま
す
。

イ　

前
期
募
集
の
入
学
許
可
予
定
者
と
し
て
内
定
さ
れ

た
者
は
後
期
募
集
に
出
願
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

ウ　

全
日
制
及
び
定
時
制
の
両
課
程
を
併
願
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

エ　

高
等
学
校
に
普
通
科
、
専
門
教
育
学
科
又
は
総
合

学
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
志
願
す
る
学
科
の

ほ
か
に
、
第
二
希
望
ま
で
志
望
順
位
を
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

オ　

職
業
に
関
す
る
二
つ
以
上
の
小
学
科
・
コ
ー
ス
を

有
す
る
高
等
学
校
で
小
学
科
・
コ
ー
ス
別
に
募
集
し

て
い
る
場
合
、
志
願
者
は
学
科
・
コ
ー
ス
に
、
第
二

希
望
ま
で
志
望
順
位
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３　

全
日
制
再
募
集

①
実
施
校　

前
期
募
集
及
び
後
期
募
集
の
結
果
、
入
学
許
可

予
定
者
が
募
集
定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
実
施
し
ま
す
。

②
出
願
資
格　

学
力
検
査
受
検
者
（
病
気
等
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
学
力
検
査
を
受
検
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
志
願
先
高
等
学
校
長
が
認
め
る
者
を
含
む
）

で
、
出
願
時
に
国
・
公
・
私
立
の
い
ず
れ
の
高
等
学
校

に
も
合
格
し
て
い
な
い
者
で
す
。

③
出
願
の
制
限　

全
日
制
の
課
程
に
お
け
る
後
期
募
集
に

準
じ
ま
す
。

４　

定
時
制
課
程
入
学
者
選
抜

①
出
願
資
格　

全
日
制
の
課
程
に
お
け
る
後
期
募
集
に
準

じ
ま
す
。

②
出
願
の
制
限　

全
日
制
の
課
程
に
お
け
る
後
期
募
集
に

準
じ
ま
す
。

５　

定
時
制
課
程
再
募
集

①
実
施
校　

入
学
者
選
抜
の
結
果
、
入
学
許
可
予
定
者
が
学

科
の
募
集
定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
実
施
し
ま
す
。

②
出
願
の
制
限　

全
日
制
の
課
程
に
お
け
る
後
期
募
集
に

準
じ
ま
す
。

６　

そ
の
他

①
全
日
制
前
期
募
集
内
定
日
（
２
月
１
日
）
か
ら
、
後
期
募

集
出
願
期
間
の
初
日
（
２
月
18
日
）
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
、
後
期
募
集
出
願
に
向
け
た
準
備
や
、
中
学
校
の

指
導
の
充
実
等
を
考
慮
し
、
土
日
祝
日
を
除
い
て
９
日

間
と
し
、
19
年
度
よ
り
２
日
増
や
し
ま
し
た
。

②
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
「
平
成
�0
年
度
山
梨
県

公
立
高
等
学
校
等
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
」
に
よ
り
ま

す
。（
10
月
下
旬
公
表
予
定
）

全日制 定時制

１月 10 日（木）

前期募集出願期間11 日（金）

15 日（火）

�� 日（水） 前期募集検査

（予備日）

�� 日（木）

�5 日（金）

２月  1 日（金） 合格発表

18 日（月）

後期募集出願期間 定時制出願期間19 日（火）

�0 日（水）

�� 日（金）

志願変更期間�5 日（月）

�6 日（火）

３月 ５日（水） 後期募集検査
定時制検査

 6 日（木）

1� 日（水） 合格発表

再募集出願期間

定時制合格発表

1� 日（木）

1� 日（金）

定時制
再募集出願期間

17 日（月） 再募集検査

18 日（火）

19 日（水） 再募集合格発表

�1 日（金）

�� 日（月） 再募集検査

�6 日（水） 再募集合格発表

全日制

前期募集

面接　　　＊作文

調査書　　＊特技

　　　　　＊個性表現

後期募集

学力検査（５教科）

調査書

再募集

後期募集の学力検査結果

面接　　＊作文

調査書　＊学力検査

※＊印は、各高校が必要に応じ

て実施

定時制

定時制検査

学力検査（５教科）

面接　調査書

定時制再募集

学力検査（３教科）

面接　調査書

※再募集は、欠員があった高校

（学科）で実施

平成２０年度　入学者選抜の日程

４月　公立高校入学

↓

平
成
２０
年
度
入
学
者
選
抜
の
基
本
事
項
に
つ
い
て

―

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室―



は
じ
め
に

　

本
校
は
平
成
16
年
度
に
、
文
部
科
学
省
よ

り
、
ス
ー
パ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン

ゲ
ー
ジ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｈ
ｉ
）

研
究
指
定
校
と
し
て
認
定
さ
れ
て
以
来
、「
国

際
社
会
に
生
き
る
上
で
必
要
な
発
信
力
を
段

階
的
に
高
め
る
た
め
の
指
導
法
・
教
育
課
程

の
研
究
」
と
い
う
研
究
開
発
課
題
の
も
と
、

平
成
18
年
度
ま
で
の
３
年
間
様
々
な
研
究
開

発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

  

次
に
３
年
間
の
主
な
取
組
と
成
果
の
一
端

を
紹
介
し
ま
す
。

１　

「
英
語
力
シ
ラ
バ
ス
」

  

本
校
で
は
「
学
校
と
し
て
の
英
語
力
の
到

達
目
標
」
を
示
し
た
「
英
語
力
シ
ラ
バ
ス
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
従
来
の
４
技
能
に
語
彙

力
、
文
法
力
を
加
え
、
６
つ
の
観
点
に
そ
れ

ぞ
れ
到
達
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
従
来

の
よ
う
な
教
科
書
を
終
了
す
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
の
で
は
な
く
、
教
科
書
で
学
習
し
た

こ
と
を
ふ
ま
え
て
「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
か
」
を
明
確
に
し
、
授
業
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
従
来
の
指
導
で
最
も
欠

如
し
て
い
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
指
導

と
評
価
が
一
体
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
か
ら
の

「
目
標―

計
画―

授
業―

評
価
」
と
い
う
一

連
の
流
れ
を
常
に
意
識
し
て
今
後
も
授
業
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。　

２　

「
授
業
改
善―

訳
読
式
授
業

か
ら
の
脱
却―

」

　

授
業
に
お
い
て
は
、
訳
読
式
授
業
か
ら
の

脱
却
、
教
員
の
英
語
多
用
、
生
徒
の
英
語
使

用
量
の
増
加
、
目
標
に
沿
っ
て
「
タ
ス
ク
」

中
心
に
組
み
立
て
た
授
業
プ
リ
ン
ト
の
使

用
、
教
科
書
で
学
習
し
た
こ
と
を
発
展
的
に

応
用
す
る
授
業
な
ど
様
々
な
工
夫
・
改
良
を

試
み
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
和
訳
先
渡

し
授
業
」
を
行
い
、
生
徒
が
英
語
に
触
れ
る

時
間
（
読
ん
だ
り
、聞
い
た
り
）
を
増
や
し
、

授
業
内
で
英
語
を
使
う
こ
と
を
意
識
し
た
授

業
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

生
じ
た
時
間
の
多
く
を
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ィ

ベ
ー
ト
な
ど
に
割
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
授
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
英
語

を
話
す
こ
と
に
慣
れ
、
徐
々
に
話
す
力
が
付

い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
はT

O
E

IC
®

B
rid

g
e

やG
T

E
C

な
ど
の
テ
ス
ト
の
結
果

か
ら
も
明
ら
か
で
す
。
目
標
を
設
定
し
、
そ

れ
を
達
成
す
る
た
め
の
指
導
過
程
を
よ
く
考

え
、
工
夫
し
、
実
行
し
、
評
価
す
る
こ
と
で

生
徒
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。
こ
れ
を
英

語
科
教
員
が
全
員
で
継
続
し
て
実
践
す
る
こ

と
で
十
分
効
果
を
得
ら
れ
た
と
考
え
ま
す
。

３　

「
授
業
計
画
の
共
有
化
」　

　

従
来
は
各
教
員
個
人
の
考
え
や
指
導
方
法

に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
感
の
あ
る
授
業
計

画
・
内
容
・
展
開
で
す
が
、「
英
語
力
シ
ラ

バ
ス
」
を
共
通
の
目
標
と
し
て
、
学
年
担
当

者
間
で
研
究
・
協
議
を
重
ね
る
こ
と
で
新
し

い
ア
イ
デ
ア
を
取
り
込
み
、
工
夫
を
加
え
た

授
業
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
一

教
材
を
複
数
の
教
員
が
別
々
に
作
成
す
る
と

い
う
時
間
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
他
の
教
材

研
究
に
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

更
に
、
何
度
も
公
開
授
業
や
研
究
協
議
を

行
っ
た
た
め
、
授
業
の
質
も
高
く
な
り
ま
し

た
。   

お
わ
り
に

　

以
上
が
本
校
で
の
主
な
取
組
・
成
果
で
す
。

今
後
もP

O
S
T

-S
E

L
H

i

高
と
し
て
今
ま
で

の
研
究
成
果
を
さ
ら
に
研
鑽
し
て
よ
り
良
い

も
の
に
変
え
、
よ
り
多
く
の
先
生
方
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

8

● スーパー・イングリッシュ・ランゲージ・ハイスクールの取組と成果について ●

ス
ー
パ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
取
組
と
成
果
に
つ
い
て

山
梨
県
立
甲
府
第
一
高
等
学
校
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● 小学校理科支援員等配置事業の紹介 ●

１　

事
業
の
目
的

　

こ
の
事
業
は
、
小
学
校
五
、
六
年
生
の
「
理
科
」
の
観

察
や
実
験
等
の
体
験
的
な
学
習
の
時
間
に「
理
科
支
援
員
」

や
「
特
別
講
師
」
を
配
置
し
、
こ
れ
ら
人
材
が
教
員
の
支

援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
理
科
等
の
授
業
の
一
層
の
充
実

･

活
性
化
を
図
り
、
理
科
の
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着

と
児
童
一
人
一
人
の
学
習
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
観
察･

実
験
等
の
体
験
的
な
学
習
に
お
け
る

教
員
の
指
導
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

２　

事
業
の
内
容

   

山
梨
県
教
育
委
員
会
が
、(

独)

科
学
技
術
振
興
機
構

（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
と
事
業
契
約
を
締
結
し
、
事
業
の
委
託
を
受

け
て
次
の
取
組
を
行
い
ま
す
。

  

「
理
科
支
援
員
」
は
、
授
業
で
の
支
援
を
中
心
に
、
教

材
研
究
、
観
察
・
実
験
の
準
備
や
片
付
け
、
理
科
室
や
理

科
準
備
室
等
の
理
科
的
環
境
整
備
も
行
い
ま
す
。

　

「
特
別
講
師
」
は
、
大
学
教
授
や
退
職
教
員
等
の
中
で

理
科
に
対
す
る
専
門
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
小
学
校

五
、
六
年
生
の
理
科
の
授
業
に
派
遣
し
、
単
元
の
導
入
や

発
展
的
な
学
習
内
容
に
対
し
て
、
先
端
技
術
や
も
の
づ
く

り
技
術
の
伝
授
、
講
義
等
を
と
お
し
て
教
員
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

３　

運
用
の
実
際

　

実
際
の
運
用
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
例
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

４　

支
援
員
の
配
置
・
特
別
講
師
の
派
遣

　

こ
の
事
業
は
、
五
年
間
の
実
施
予
定
で
す
。
今
年
度
、

支
援
員
を
県
下
の
全
学
級
の
�5
％
に
配
置
し
、
特
別
講
師

は
年
間
60
回
の
派
遣
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
九
月
か
ら
各
学
校
に
配
置
、
派
遣
し
ま
す
。

こ
の
事
業
を
と
お
し
て
、
児
童
一
人
一
人
が
も
っ
と
理
科

が
好
き
に
な
り
、
理
科
の
基
礎
・
基
本
が
体
験
を
通
し
て

身
に
付
く
と
と
も
に
、
山
梨
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
自

然
の
事
物
現
象
を
確
か
に
理
解
し
て
い
け
る
よ
う
な
取
組

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
学
校
理
科
支
援
員
等
配
置
事
業
の
紹
介

―

義
務
教
育
課―

　

六
年　

単
元
「
電
流
の
は
た
ら
き
」

　

理
科
支
援
員
�0 

時
間

○
コ
イ
ル
製
作
（
準
備
①
、
製
作
補
助
②
、
片
付
け
①
）

４
時
間

○
電
流
を
流
し
た
コ
イ
ル
の
は
た
ら
き

（
準
備
①
、
実
験
補
助
①
、
片
付
け
①
）

３
時
間

○
電
磁
石
の
極
調
べ　
　

（
実
験
補
助
①
、
片
付
け
①
）

２
時
間

○
電
磁
石
の
極
と
乾
電
池
の
つ
な
ぎ
方
の
実
験

（
補
助
①
、
片
付
け
①

２
時
間

○
銅
線
の
巻
数
や
電
流
の
強
さ
と
電
磁
石
の
強
さ
の
実
験

（
準
備
①
、
補
助
②
、
片
付
け
①
）

４
時
間

○
簡
単
な
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
物
づ
く
り　

（
準
備
①
、
製
作
補
助
④
、
片
付
け
①
）

６
時
間
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● 家庭教育の推進 ●

○
は
じ
め
に

　

現
在
、
子
育
て
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
核

家
族
化
や
少
子
化
、
地
域
に
お
け
る
地
縁
的

な
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
よ
り
、
家
庭
の
教

育
力
低
下
や
子
育
て
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
県
で
は
家
庭
教

育
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
全
市
町
村
へ

の
相
談
支
援
体
制
の
整
備
と
人
材
育
成
を
め

ざ
し
て
「
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
事
業
内
容　

　

本
講
座
は
、
山
梨
県
立
大
学
の
人
間
形
成

学
科
と
社
会
教
育
課
共
同
で
地
域
研
究
交
流

セ
ン
タ
ー
の
講
座
と
し
て
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
。
年
間
八
回
講
座
を
開
き
、
定
員
は

四
十
名
で
す
。
五
ヶ
年
間
で
合
計
二
百
名
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
養
成
し
よ
う
と
し
て

お
り
、
本
年
度
で
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

《
学
習
内
容
》

　

講
座
一　

子
育
て
支
援
の
施
策
と
課
題

　

講
座
二　

子
ど
も
の
発
達
と
遊
び
の
援
助

　

講
座
三　

子
ど
も
の
人
権
・
虐
待
予
防

　

講
座
四  

子
育
て
環
境
・
子
育
て
状
況
を

考
え
る

　

講
座
五　

親
へ
の
支
援
・
子
育
て
相
談

　

講
座
六　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
術

子
育
て
支
援
の
情
報
入
手

　

講
座
七　

子
育
て
支
援
“
夢
企
画
”
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
力
の
育
成

　

講
座
八　

山
梨
の
子
育
て
支
援
を
担
う

《
受
講
の
様
子
》

  

講
座
は
、
講
義
だ
け
で
は
な
く
演
習
を
多

く
取
り
入
れ
受
講
者
自
身
の
課
題
解
決
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

「
子
ど
も
の
発
達
と
遊
び
の
援
助
」
で
は
、

体
育
館
で
実
技
演
習
を
お
こ
な
い
、
受
講
者

同
士
が
触
れ
合
う
と
共
に
子
ど
も
の
発
達
段

階
で
の
環
境
づ
く
り
や
言
葉
か
け
、
関
わ
り

方
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
特
に
幼
児
期

に
お
け
る
遊
び
は
大
切
で
あ
り
、
笑
顔
で
触

れ
合
う
こ
と
が
、
身
体
的
だ
け
で
は
な
く
心

の
発
達
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
術
」
で

は
、
検
索
サ
イ
ト
で
の
情
報
収
集
の
仕
方
を

学
習
し
た
後
、
子
育
て
支
援
活
動
の
企
画
案

を
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
テ
ー
マ
を
決
め
作
成
し

ま
し
た
。
山
梨
の
地
域
性
や
山
梨
ら
し
さ
を

踏
ま
え
「
い
か
に
夢
の
あ
る
プ
ラ
ン
を
つ
く

る
か
」
を
念
頭
に
お
き
、
楽
し
さ
が
伝
わ
る

チ
ラ
シ
等
も
作
成
し
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

○
お
わ
り
に

  

本
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
々
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
、
こ
の
講
座
で
培
わ
れ
た
力

を
地
域
・
職
場
で
生
か
し
、
家
庭
の
教
育
力

向
上
に
結
び
つ
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

家
庭
教
育
の
推
進

　

〜
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
つ
い
て
〜

社
会
教
育
課

子どもの発達と遊びの援助

インターネット活用術
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● 県立博物館シンボル展 ●

広
重
の
甲
州
日
記
と
は

　

『
東
海
道
五
十
三
次
』
の
大
成
功
に
よ
っ

て
、
浮
世
絵
に
風
景
画
の
新
境
地
を
開
い
た

歌
川
広
重
。
そ
の
江
戸
で
人
気
の
浮
世
絵
師

広
重
が
、天
保
十
二
年(

一
八
四
一)

に
、「
甲

府
道
祖
神
祭
」
の
飾
り
幕
を
描
く
た
め
に
甲

府
を
訪
れ
ま
し
た
。「
甲
州
日
記
」
は
、
こ

の
時
に
広
重
が
記
録
し
た
旅
日
記
で
す
。
江

戸
か
ら
甲
府
ま
で
の
道
中
や
、
甲
府
で
の
歓

迎
ぶ
り
、
幕
絵
の
作
品
制
作
の
様
子
が
生
き

生
き
と
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
甲
州
日
記
」
は
、
広
重
と
甲
府
の
人
々

と
の
交
流
や
、
広
重
の
制
作
活
動
や
人
柄
を

伝
え
る
貴
重
な
文
献
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
原
本
の
前
半
は
関
東
大

震
災
で
焼
失
し
、
後
半
の
写
生
帳
は
国
外
に

出
て
行
方
不
明
の
ま
ま
で
し
た
。

　

三
年
前
、
そ
の
後
半
の
「
甲
州
日
記
写
生

帳
」
が
ア
メ
リ
カ
で
再
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
幻
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
と
い
わ

れ
た
写
生
帳
が
、
描
か
れ
た
甲
斐
の
国
に

一
六
六
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

写
生
帳
は
縦
約
二
〇
セ
ン
チ
、
横
十
三
セ

ン
チ
の
和
綴
じ
の
冊
子
で
、
ほ
と
ん
ど
が
見

開
き
二
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
ス
ケ
ッ
チ
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
ラ
フ
な
墨
の
運
び
や
描
か

れ
た
対
象
の
臨
場
感
は
、
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
が

後
に
清
書
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
旅
の
途

中
で
ま
さ
に
目
の
前
に
広
が
る
景
観
を
広
重

が
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

広
重
の
甲
州
旅
行
を
た
ど
る

　

旅
は
金
櫻
神
社
の
参
詣
道
で
あ
る
「
御
嶽

道
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
広
重
は
現
在
昇
仙

峡
と
呼
ば
れ
る
御
嶽
新
道
が
開
通
す
る
前
に

よ
く
使
わ
れ
て
い
た
「
外
道
」
を
歩
い
て
い

ま
す
。
刀
抜
石
や
鞍
掛
石
、
象
ヶ
鼻
な
ど
、

奇
岩
を
眺
め
な
が
ら
金
桜
神
社
の
大
鳥
居
が

家
並
み
の
向
こ
う
に
望
む
と
こ
ろ
ま
で
、
山

道
を
上
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
歩
い
た
の
は
、
甲
府
盆
地
か
ら
富
士

川
沿
い
に
駿
河
に
南
下
す
る
「
身
延
道
中
」

で
す
。
富
士
川
舟
運
の
要
衝
、
鰍
沢
河
岸
や

早
川
と
の
合
流
点
付
近
の
奥
行
き
の
あ
る
景

観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
次
に
は
、
江
戸
と
甲
府
を
結
ぶ
「
甲

州
道
中
」
で
す
。
絶
壁
が
続
く
山
道
「
座
頭

こ
ろ
ば
し
」
や
、高
尾
山
、大
善
寺
、酒
折
宮
、

善
光
寺
な
ど
寺
社
仏
閣
の
境
内
の
ス
ケ
ッ
チ

が
続
き
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
十
一
月
の
十

日
間
の
日
記
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
重
の

普
段
の
筆
跡
が
わ
か
る
貴
重
な
ペ
ー
ジ
で

す
。

い
ず
れ
の
ス
ケ
ッ
チ
も
描
写
は
的
確
で
、
今

も
現
地
を
訪
れ
る
と
、
山
々
や
川
の
織
り
な

す
遠
近
感
や
空
間
の
広
が
り
、
寺
社
境
内
の

配
置
が
し
っ
か
り
写
し
取
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
、
改
め
て
広
重
の
風
景
描
写
の
巧

み
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
甲
府
滞
在
中
に
描
か

れ
た
肉
筆
画
や
、
旅
の
成
果
と
し
て
制
作
さ

れ
た
版
画
も
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
常
設
展
示
室
に
は
、
そ
も
そ
も
広

重
の
旅
の
目
的
で
あ
っ
た
「
甲
府
道
祖
神
祭

幕
絵（
山
梨
県
指
定
文
化
財
）」（
幅
約
十
メ
ー

ト
ル
）の
現
存
唯
一
の
一
枚
も
展
示
し
ま
す
。

　

天
保
十
二
年
の
広
重
を
垣
間
見
る
こ
と
の

で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
博
物

館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
開
催
期
間
》

平
成
一
九
年
六
月
二
六
日
（
火
）
〜
七
月

二
九
日
（
日
）

  

（
常
設
展
の
観
覧
券
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　

山
梨
県
立
博
物
館
学
芸
課

電
話　

〇
五
五
（
二
六
一
）
二
六
三
一

甲州日記写生帳より　甲州御嶽道　外道ヶ原

甲州日記写生帳より　善光寺

歌
川
広
重
の
甲
州
日
記
展

幻
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
再
発
見
！　

一
六
六
年
ぶ
り
に
甲
斐
の
国
に
。　
　

―

県
立
博
物
館―



　「ピピー。」試合終了の長いホイッスルが鳴り，ヴァン
フォーレ甲府の勝利に沸く大観衆の歓声が地鳴りのよう
にスタジアムの外まで響いてくる。

「さあ，忙しくなるぞ。みんながんばってよ！」
その声に，緊張の面持ちでリユースカップと引き替えに
返金する百円玉を握りしめる子どもたち。
　観戦を終え，続々とリユースカップを持ってやってく
る観客。まとめていくつかのカップを持ってくる人もい
る。間違いのないように返金しなければならない。教室
の中では見られないような子どもたちの真剣な表情。恥
ずかしがり屋の子も「ありがとうございました。」のあい
さつがしっかりできている。
　「環境」をテーマにした総合的な学習の一環で，子ども
や保護者と一緒に，ヴァンフォーレ甲府の「エコボラン
ティア」に参加した時の様子だ。
　観客の中には「ご苦労さん。えらいねえ。」などと声を
かけてくれる方もいた。指導してくださったＮＰＯ法人
の方々からも「みんなよくがんばったね。感心したよ。」
との言葉をいただいた。それらの言葉は，子どもたちに
とって何よりもうれしく，自信や意欲につながる評価と
なった。
  活動を終えた子どもたちの笑顔に，心地よい風が吹き抜
けていった。

（静川小学校）　      

  メタボリック。何と耳に心地いい響きだろう。こういわ

れると，何か自分の体が美しくなったような錯覚に陥る。

そう，私は，今流行りの「メタボリック症候群」なのだ。

とはいえ、私は、そこいらに転がっている，ただの中年

太りとは訳が違う。私の体の脂肪は，生まれたときから

一度たりとも絞られたことがないという，年季が入った

ものなのだ。

  愛着のあるわが肉体であるが，時々，その煩わしさから，

お別れしたいと思ったこともある。こんな恥ずかしい体

では，プールも海も行けやしない。今度こそ絶対やせて

やる。食事制限にウォーキング，プーアル茶に金魚運動。

そのたびにメタボ君が言うのである。「あなたの体とこの

たっぷりのお肉とは一心同体。長いことうまくやってき

たじゃない。いまさら別れるなんてひどい！」と。

  かくして私は，生まれながらの幼児体型を維持し続けて

いる。しかし，今年も私は決意する「今年の夏がチャン

スだ！メタボ君との別れは近い。」と。　　　　　　　　

（竜王中学校）

らくがき

「子どもたちのエコボランティア体験」

近藤　晴樹

「美しきかなメタボリック」

雨宮　博之
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● らくがき・平成１９年度学校教育指導重点 ●

平成19年度　学校教育指導重点（特別留意事項）
「特別留意事項」は、「指導重点」を踏まえ、各校で特に留意
すべき事項です。

「指導重点」の詳細については、各学校に配付の「山梨県学
校教育指導重点」をご覧頂くか、下記のＵＲＬにて、ダイジェ
スト版（ＰＤＦ）を参照して下さい。
URL:http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/
　　koukoukyo/�06977�6�6�.html

Ⅰ　教育課程の編成と実施について

１　教育課程編成の工夫に努める。

２　指導方法と評価方法の改善に努める。

３　国語力の向上に努める。

４　総合的な学習の時間の充実に努める。

 Ⅱ　心の教育の充実について

１　心の居場所となる学校づくりを目指す。

２　豊かな心をはぐくみ、命を大切にする教育に努める。

３　生徒指導のための組織の充実と機能強化に努める。

４　学校、家庭、地域社会及び各関係機関等との連携に努める。

 Ⅲ　体力・健康に関する指導の充実について

１　身体力テスト・健康実態調査を適切に実施するとともに

　「健康・体力つくり一校一実践運動」を推進し、体力の向上に努める。

２　健康教育の推進に努める。

３　部活動の工夫・改善に努める。
Ⅳ　開かれた学校づくりと安全確保について
１　開かれた学校づくりの推進に努める。

２　学校評価システムの確立に努める。

３　安全確保の指導の充実に努める。

４　安全管理体制の点検と充実に努める。



　本校は，山梨市の北部に位置し，現在１８８名の生徒

が，素直で明るく前向きな態度で勉学や部活動に励み，

充実した学校生活を送っています。

　近年，環境問題に対する取り組みが盛んになり，平成

１６年度から多数の生徒が kid's ISO 1�000 の認証を受

けています。昨年度は生徒会活動の一環で「電気消し隊」

「水を大切にし隊」を結成し，節電・節水に励みました。

今年度も，全国初のスクール ISO 認証をめざして活動

を続けています。

◇　通学路をきれいに〜親子クリーンアクション〜

　今年も５月１２日（土）に恒例の親子クリーンアク

ションが実施されました。生徒会と PTA が一体となっ

て，学区全域のゴミ拾いをするボランティア活動です。

身近な地域の環境に目を向けるとともに，ゴミ処理問題

を考えるよい機会となりました。

◇　浮かび上がる富士の姿〜巨大壁画づくり〜

　昨年度９月の学園祭（笛峰祭）では，牛乳パックを利

用した巨大壁画づくりに挑戦しました。「富岳三十六景」

（葛飾北斎）の「神奈川沖浪裏」をモチーフに，校舎半

面に及ぶほどの壁画を完成させました。本物に負けない

ほど堂々とした富士の姿がくっきりと浮かび上がった

瞬間，生徒たちから思わず感嘆の声があがりました。

　市川高校は１学年４クラスしかない小さな学校です

が、「小粒でもキラリと輝く」をキャッチフレーズに生

徒、教職員が力を合わせて頑張っています。この春には

卒業生の４人に１人が国公立大合格を決めたことをは

じめ、文化活動では音楽部が県代表としてこの夏に島根

の全国大会に出場、また体育活動では野球部が県代表と

して関東大会に出場しました。校内に一歩入ると、昭和

の学校が彷彿するよ

うなほのぼのとした

空気の中に、全国の

一流を知り一流に挑

戦し続ける気概が溢

れています。こんな

市川高校のありのま

まの姿を広く情報発

信する方針を立て、if

プロジェクトを立ち

上げました。

　if プロジェクトの

第１弾として、前年

度４月から月刊広報

誌「if」を発行し、中

学生や地域の人たち

に配布しました。写真を多く取り入れ、読みやすい文章

に心がけています。多くの人たちに本校を理解していた

だきましたが、この発行により在校生達が自分の学校

を再発見し、愛校心を高めたことは予期せぬ副効果で

した。if プロジェクトの第２弾は「市川アーカイブス」、

本校の歴史の一部を写真パネルや懐かしい学校備品な

どで紹介するコーナーです。謄写版、蓄音機、幻灯機、

昔の学校では、このような家庭にはないものを通して子

供達の心に文化を育んできました。そんな古き良き時代

に思いをはせるタイムカプセルのような空間に、地域の

方々など大勢の方々が訪れ、昔話に花を咲かせてくれま

した。今まで時代を築いてきた人々と、これからの時代

を築く若者との交差点のような役目を果たしています。

【親子クリーンアクションの様子】 【３，４４０枚の牛乳パックを使用した壁画】
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● 学校紹介／山梨市立笛川中学校・市川高校 ●

豊かな環境を守ろう
〜今，自分たちの手でできること〜  

　山梨市立笛川中学校

市川高校の if プロジェクト 
山梨県立市川高等学校
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● 総合教育センター情報／教育指導部 ●

　

学
校
教
育
の
直
接
の
担
い
手
で
あ
る
教
職

員
に
対
し
て
、
今
日
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
資
質
や
指
導
力
の

向
上
に
つ
い
て
も
社
会
的
な
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
中
教
審
は
「
新
し
い

時
代
の
義
務
教
育
を
創
造
す
る
」に
お
い
て
、

優
れ
た
教
師
の
条
件
と
し
て
、
次
の
点
を
指

摘
し
て
い
ま
す
。
そ
の
第
一
は
、
教
職
に
対

す
る
強
い
情
熱
…
教
師
の
仕
事
に
対
す
る
使

命
感
や
誇
り
、
子
ど
も
に
対
す
る
愛
情
や
責

任
感
な
ど
。
第
二
に
、
教
育
の
専
門
家
と
し

て
の
確
か
な
力
量
…
子
ど
も
理
解
力
、児
童
・

生
徒
指
導
力
、
集
団
指
導
の
力
、
学
級
づ
く

り
の
力
、
学
習
指
導
・
授
業
づ
く
り
の
力
、

教
材
解
釈
の
力
な
ど
。
最
後
に
、
総
合
的
な

人
間
力
…
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
、
常
識

と
教
養
、
礼
儀
作
法
を
は
じ
め
対
人
関
係
能

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
人

格
的
資
質
、
教
職
員
全
体
と
同
僚
と
し
て
協

力
し
て
い
く
こ
と
。
以
上
大
き
く
三
つ
の
要

素
を
挙
げ
て
い
ま
す
で
す
。

　

山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
答
申

の
趣
旨
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
今
日
的
な

教
育
課
題
を
的
確
に
見
据
え
、
教
職
員
の
資

質
向
上
に
資
す
る
よ
う
平
成
一
九
年
度
も

一
六
八
研
修
会
（
延
べ
約
三
六
〇
回
）
を
企

画
・
調
整
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
う
研
修

　

本
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
研
修
は
、
図
の

と
お
り
悉し

っ
か
い皆
研
修
と
一
般
研
修
で
構
成
さ
れ

ま
す
。

　

悉
皆
研
修
と
は
、
経
験
や
職
能
に
応
じ
て

該
当
す
る
教
職
員
に
受
講
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
研
修
の
こ
と
で
、
管
理
職
研
修
・
主
任
等

研
修
等
の
教
育
経
営
研
修
、
初
任
者
研
修
・

五
年
経
験
者
研
修
・
十
年
経
験
者
研
修
等
の

経
年
研
修
が
そ
れ
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
教
職

員
の
職
務
内
容
や
経
験
年
数
に
対
応
し
て
お

り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
必
要
と
さ

れ
る
資
質
能
力
の
向
上
や
知
見
を
高
め
る
た

め
の
研
修
で
す
。
ま
た
、
初
任
者
研
修
と
十

年
経
験
者
研
は
法
制
研
修
で
す
。

　

一
般
研
修
は
、
教
職
員
が
個
々
の
希
望
で

受
講
で
き
る
研
修
で
す
。
各
教
科
・
道
徳
・

特
別
活
動
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
間
す

る
教
科
等
研
修
の
ほ
か
、
環
境
・
福
祉
・
食

育
等
、
今
日
的
な
問
題
に
関
す
る
教
育
課
題

研
修
、
広
く
一
般
県
民
や
幼
稚
園
等
の
関
係

者
に
も
開
放
さ
れ
る
連
携
教
育
研
修
、
教
育

相
談
・
特
別
支
援
・
情
報
教
育
の
各
部
に
お

け
る
専
門
的
な
研
修
も
数
多
く
用
意
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
一
般
研
修
は
、
教
職
員
と
し

て
の
専
門
的
な
知
識
や
実
践
的
な
指
導
力
を

高
め
る
研
修
と
い
え
ま
す
。

　

多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
教
職
員
に
対

し
て
、
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
の
よ
う
に
多
様
で
充
実
し
た
研
修
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

教
職
員
に
多
様
な
研
修
機
会
を

山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

教
育
指
導
部



『図書館員の道具箱…テーマ別調べ方ガイド…』
山梨県立図書館

山梨県の方言を調べる

　地域で古くから使われてきた言葉は、地域の姿を生

き生きと伝えてくれます。私たちの生活に深く根ざし

た言葉・甲州方言を調べるための資料をご紹介します。

◆方言の意味は、方言辞典や甲州方言の語彙集で調べることが

できます。

【辞典】全国の方言を五十音順に検索できます。

『日本方言大辞典』全 3 巻（小学館　1989）

【語彙集】山梨の方言をまとめた資料です。五十音順に掲載

しています。

『甲州方言』増補改訂（深沢泉著　甲陽書房　1979） 

『甲斐方言稿本』（羽田一成著　大和屋書店　1925） 

『やまなしの方言と俚諺』（小西与志夫著　泰流社　1976）

『甲州弁を読む』（渡辺雄喜著　東京図書出版会　2005） 

◆地域ごとの方言について書かれた資料からも調べてみましょう。

【市町村誌（史）】

自治体域ごとにまとめられた市町村誌 ( 史 ) には、言葉の項目が設けられている場合が

あります。

＊例：『甲府市史』別編㈵民俗（甲府市　1988）→第 4 章「言語生活」。

【語彙集】地域の団体や個人が編集した語彙集もあります。主に方言の五十音順で検索でき

ます。

＊例：『甲州の方言私抄　須玉町江草近傍の俚言』（石原望著　文芸社　2002）

『奈良田の方言』（山梨民俗の会　1957）

『新明解古郷語辞典』（西嶋民俗史研究会　2004） 

『大月周辺の方言小辞典』（小林秀敏　2000）

『いってんべー　吉田っことば』（小俣善熙　2001） 

『鳴沢村のことば』改訂版（鳴沢村教育委員会　1986）     など…

◆標準語から方言の語彙を調べられます。五十音順で検索できます。

『現代日本語方言辞典』 全 9 巻（明治書院　1992-1994）

『日本方言辞典−標準語引き』（小学館　2004）

 ◆ CD-ROM 資料では、方言と標準語の双方からの検索が可能です。

「デジタル版山梨方言集」2003（八ヶ岳高原ことばの学校･山梨ことばの会･地域資料デジタ

ル化研究会）

※今回紹介した資料以外にも関連資料がございます。ご利用ください。
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● 県立図書館／「図書館員の道具箱…テーマ別調べ方ガイド…」 ●

県立図書館外観

書庫に並ぶ資料の数々



山梨の文化財

県
指
定
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

　
　
　
　
　
　

棲せ
い

雲う
ん

寺じ

開か
い

山ざ
ん

墓ぼ

出
し
ゅ
つ

土ど

常と
こ

滑な
め

甕か
め

（
棲
雲
寺
）

　
　
　

 (

平
成
十
九
年
四
月
二
十
六
日
指
定)

　

本
資
料
は
、
県
指
定
開か
い

山ざ
ん

墓ぼ

の
下
部
か
ら
出
土
し
た
大
甕
で
、
破
片
資
料
と
し
て
県
教
育

委
員
会
が
保
管
し
、
昭
和
五
十
七
年
に
復
元
さ
れ
た
後
、
棲
雲
寺
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

開
山
墓
は
、
棲
雲
寺
開
山
の
業ご
っ

海か
い

本ほ
ん

浄
じ
ょ
う

禅
師
の
入
滅
（
一
三
五
二
）
の
翌
年
に
建
立
さ

れ
た
宝ほ
う

篋
き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

で
、
そ
の
塔
下
か
ら
常
滑
甕
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
発
見
時
に
は
、
甕
の

内
部
に
若
干
の
骨
片
や
、副
葬
品
と
思
わ
れ
る
古
銭
の
出
土
も
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

埋
設
状
況
等
の
詳
細
は
解
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

常
滑
甕
は
、
高
さ
六
十
八
・
三
㎝
を
測
り
、
自し

然ぜ
ん

釉ゆ
う

が
み
ら
れ
、
広
口
の
口こ
う

縁え
ん

で
折
端
は

厚
く
、
肩
の
張
り
は
大
き
い
。
ま
た
、
肩
部
に
は
「
天
」
の
文
字
の
ス
タ
ン
プ
が
４
箇
所
に

押
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
窯
印
と
は
せ
ず
、
棲
雲
寺
の
山
号
で
あ
る
天
目
山
の

「
天
」
を
押
捺
し
た
も
の
と
し
て
、
棲
雲
寺
の
特
注
品
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

出
土
状
況
か
ら
、
蔵ぞ
う
こ
っ
き

骨
器
と

し
て
の
機
能
、
納
め
ら
れ
た
人

物
等
の
特
定
が
把
握
で
き
る
貴

重
な
事
例
で
、
宝
篋
印
塔
下
の

出
土
品
と
し
て
不
離
一
体
で
あ

り
、
十
四
世
紀
の
常
滑
焼
編
年

の
基
準
資
料
と
し
て
、
実
年
代

が
特
定
で
き
る
極
め
て
貴
重
な

資
料
と
さ
れ
て
い
ま
す
。  

教
育
や
ま
な
し
（
二
一
九
号
）
平
成
十
九
年
六
月
十
日　

発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会　

編
集
／
教
育
庁
総
務
課　

〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　

電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
五
〇

作品タイトル

「笑　顔」
＜学校生活のよいところ・改善したいところ＞
　私の学校の良いところは？一番はじめに浮か
んだのがたくさんの笑顔でした。私の学校は一
人一人を大切にします。だから個性を尊重して
つくりあげる「ONLY ONE の笑顔」が良いとこ
ろだと思いました。この課題は立体ポスターと
いう条件なので、段ボールを台にし、その上に
オリジナルの笑顔のキャラクターを作り立てか
けるように貼りました。「笑顔」という言葉を一
番伝えたかったので、粘土を使い強調しました。
この制作を通して改めて私の学校の良さを確認
することができました。作品を見るすべての人
に私の気持ちが伝わるとうれしいです。

 指導者　平井眞知子　教諭

主な行事予定

県
立
博
物
館

■
シ
ン
ボ
ル
展　

歌
川
広
重
の
甲
州
日
記

６
／
26
〜
７
／
29

県
立
美
術
館

■
特
別
展

「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展　

謎
を
め
ぐ
る

不
思
議
な
旅
」  

    

６
／
２
〜
７
／
８

「
親
と
子
で
見
る
絵
本
原
画
展 —

宮
城
県

美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
ー 

」

７
／
21
〜
８
／
26

文
学
館

■
常
設
展

　

第
一
室　
「
戦
国
時
代
小
説
の
魅
力
」

〜
９
／
２

　

第
二
室　

山
梨
県
出
身
・
ゆ
か
り
の
作
家
と
作

品
コ
ー
ナ
ー
〈
小
説
・
評
論
等
〉

〜
９
／
２

考
古
博
物
館

■
夏
季
企
画
展
「
中
部
東
海
の
地
上
絵
」

７
／
14
〜
９
／
２

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
博
物
館
「
親
子
で
縄
文
土
器
を

つ
く
ろ
う
」
７
／
21
、
７
／
28
、
８
／
11

「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又は FAX して下さい。

　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 − ��� − 17��

◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。

　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyouiku/�6150769857.html

表紙を飾る
山
梨
市
立
山
梨
南
中
学
校

第
二
学
年　

望

月

千

晶


